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◆ １２月のトピックス 

 

○ 旅行会社を対象にした現地研修を開催 

（①１１月２８日～３０日：佐賀～熊本～大分、②１２月５日～７日：宮崎～鹿児島、③１２月１２日～１４日：福岡～長崎） 

首都圏の旅行会社を対象にした現地研修を３班に分かれ実施しました。この 

研修は、九州物産観光斡旋連絡協議会（九州各県東京事務所）との協調により、

９月に旅行会社の店舗で実施した「九州キャンペーン」期間中、九州の旅行商

品を数多く販売した店舗等に対し、インセンティブツアーとして実施したもの

です。 

11月末に実施した第１班では、佐賀～熊本～大分を２泊３日の行程でご案内、 （第１班有田焼体験） 

その中でも有田焼のろくろ体験が大変好評でした。第２班は宮崎～鹿児島をご  

案内、その中でも指宿砂むし温泉体験が好評でした。第３班は福岡～長崎をご 

案内、その中でも世界新三大夜景に認定された稲佐山の夜景が大変好評でした。 

参加者は団体、窓口担当の女性社員であったことから、行程を女子旅の視点

でも検証していただきましたが、「女の子には嬉しいスポットばかりで楽しかっ

た」と好評価、また今後は、「今回のモニターツアーの内容をまとめ、モデルコ

ースとして九州コーナーを飾る」、「支店全員を対象に報告会を兼ねた勉強会を      (第２班西大山駅) 

開き情報を共有する」など、実際の企画業務や窓口業務の参考にしたいとの声 

をいただき、九州への誘客促進につながるものと期待されます。 

 

                    

           

（第３班博多まち歩き体験） 

 

○ 台湾エバー航空キーエージェント研修旅行を招請 （１２月２日～５日：福岡、熊本、大分） 

エア＋ホテルのＦＩＴ向けパッケージ商品である「ＥＶＡＳＩＯＮ」について、九州各地の宿泊先の商

品化の検討を促すとともに、既存商品の販売意欲喚起及びスキルの向上を主たる

目的として、エバー航空の販売キーエージェントの担当者１４名を招請し、福岡、

熊本及び大分３県の観光地、宿泊施設等を視察してもらいました。各エージェン

トの顧客への情報発信が強化されるとともに、事業実施後すみやかにＥＶＡＳＩ

ＯＮのウェブ上において大バナー広告の設置及び新商品ページでの露出が行わ

れており、大きな広告効果が期待されます。 

 

 

九州観光推進機構 活動レポート 

― ２０１３年１月号 ― 



2 

○ フィリピンにおける観光セミナー・商談会への参加 （１２月４日～５日：マニラ） 

  フィリピンのマニラで開催される、Clair シンガポール事務所主催の観光セミナー・商談会に参加する

とともに、前日に開催される在フィリピン日本国大使館主催の天皇誕生日レセプションにも参加し、九州

観光をＰＲしました。観光セミナー・商談会には現地旅行会社・航空会社・メディア等あわせて 43 社 52

名が出席、日本側からは 29 団体 55 名が参加しました。アンケート調査における「推奨したい新たな観光

地」として約 7割の方が九州及び九州内観光地を支持しました。 

 

○ シンガポールのマスコミ（雑誌）を招請 （１２月４日～９日：福岡、熊本、鹿児島） 

 シンガポールの教育関係向け雑誌「BBC Knowledge Magazine」の記者、シンガポールの中学生クイズ大

会で優勝した Nanyang Girls' High Schoolの生徒及び教師計６名を招請。九州の教育旅行（農泊、体験学

習、環境学習、産業学習、学校交流など）の体験記事及び取材記事（2013年 2月掲載予定）を通じて「安

全」で「安心」な九州の教育旅行の現状を発信します。 

 

○ 中部国際空港利用国内・海外教育旅行説明会・相談会 （１２月５日：名古屋） 

 中部国際空港利用促進協議会主催の国内・海外教育旅行説明会に参加しまし

た。参加者は愛知県及び近県の高等学校１６校１６名、旅行会社８社１０名。

出展者は当機構のほか、北海道地区・宮城地区・沖縄地区及び航空会社２社

（ANA・JAL）が出展しました。 

プレゼンテーションでは九州の教育旅行素材とセントレアを発着地とするモ

デルコースの説明を行い、その後のワークショップでは参加者の方々からの問

い合わせ対応及び意見交換を行いました。現在九州に来ていただいている、も

しくは九州外に行っている高校へＰＲを行い、概ね好評を得ることができ、今

後の九州への教育旅行の増加の一翼を担えたのではないかと思われます。 

   

 

 

 

 

○ 香港旅行雑誌「ウィークエンドウィークリー」への広告出稿 （１２月１０香港） 

 香港の有力な旅行雑誌「新假期 Weekend Weekly」が１２月１０日号の別冊と

して「九州トラベルガイド」（Ａ５版、本体９６ページ）を発行し、同誌が直

接取材した福岡、長崎、熊本、鹿児島の４県の多数の個店情報と併せ、当機構

からの広告出稿による佐賀、大分及び宮崎３県の観光情報が掲載されました。

同誌は発行部数１２万部を誇っており、大きなＰＲ効果が期待されます。 

 

○ 「九州アジア観光アイランド総合特区」ヒアリングに対応 （１２月１７日：東京） 

九州７県、福岡市及び当機構で昨年９月に共同申請した地域活性化総合特別区域「九州アジア観光アイ

ランド総合特区」について、内閣官房地域活性化統合事務局によるヒアリングが実施されました。 

ヒアリングでは、「九州が目指している入国外国人の数値目標の根拠」の質疑で「所得の増加と旅行頻度

は相関関係があるので、アジア市場の今後の経済成長率を見越した潜在旅行者数を勘案して設定」と答え

るなど、活発なやりとりとなりました。 

現在、国において継続審査中であり、予定では２月初旬～中旬に特区指定の当落の決定がなされること

となっています。 
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○ 香港旅行雑誌「Ｕマガジン」への記事掲載 （１２月２１日：香港） 

 香港の有力な旅行雑誌「Ｕマガジン」で１１月下旬～１２月初旬にかけて行った取

材のうち、大分県内取材分が１２月２１日発行号に掲載されました。発行部数１０万

部の同誌の表紙とともに、実に３２ページが大分の温泉地の紹介に費やされ、インパ

クトのある内容に仕上がっており、読者への高い訴求力が期待されます。 

 

 

 

 

○ 「九州教育旅行現地視察会」を実施 （１２月２２日～２４日：熊本、宮崎、鹿児島） 

近畿・山陽地区の中学校の教職員を中心に、九州の最新の教育旅行素材を体験していただくため、南九

州３県の修学旅行現地研修を実施しました。九州新幹線を利用した南九州方面の修学旅行への関心は高く、

募集開始 1週間で定員２０名を越えるお申し込みをいただきました。 

 この時期としては珍しく、南九州にも本格的な寒波が到来しましたが、先生方は熱心に各地で視察をさ

れ、各県の最新情報の説明に聞き入っておられました。特に初めて訪れる方が

多かった水俣環境学習や青島マリンプログラム体験、また知覧平和学習が好評

でした。 

すでに修学旅行を九州で実施している学校を始め沖縄など他の方面で実施

している学校からも、今後の修学旅行の方面を検討するに当たり大変参考にな

った、との意見を多くいただきました。また、今後も今回のような現地視察会

の継続実施について要望がありました。                 （鹿児島県の教育旅行最新情報説明） 

 

○ ハースト婦人画報社への取材協力 （１２月） 

  ハースト婦人画報社「婦人画報」の最高のお正月特集に協力し、大牟田の 

「カルタ」、熊本の「赤酒（田吾作）」、宮崎の「高千穂のしめ縄」、大分の「姫 

だるま」を取材し、九州のお正月の風景を発信することができました。 

この特集は、婦人画報サイドで決まっていた日本全国のお正月特集に、初案 

に含まれていなかった素材を機構から提案し、取材が決まったものです。特に 

高千穂はコーナーの表紙を飾る等、濃い取材となりました。 

取材期日：平成２４年１０月１９日～２０日 

※ハースト婦人画報社「婦人画報」１月号（１２月１日発売、１０万部発行） 

 

○ 文藝春秋社への取材協力 （１２月） 

 文藝春秋社「クレアトラベラー」の全国鍋特集に協力しました。この特集は、 

以前からの素材提案の中で九州の鍋の魅力を再三伝え取材を要請していたところ、 

今回全国一円の鍋特集となり、機構の提案により特集が決まりました。宇佐の 

「ねぎしゃぶ（菊水旅館）」、臼杵の「ふぐちり（喜楽庵）」、高鍋の「牡蠣の土手 

鍋（磯亭）」、鹿児島の「くろくま（南州館）」を紹介しました。食の宝庫九州の 

冬のグルメを紹介することで食をテーマとした観光誘客を期待することができる 

内容となりました 

取材期日：平成２４年１１月５日～６日 

※文藝春秋社「クレアトラベラー」、１月号（１２月１０日発売、４万部発行） 
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○ ゆめディアへの取材協力 （１２月） 

  関西エリアで発行されている、ゆめディア「大人組」に、機構取材の大阪観光 

素材相談会で提案し、承諾いただいた「九州のひなまつり」の特集に協力しました。 

九州各地で行なわれるひなまつりの情報を中心に、一部観光情報も合わせ情報発 

信することができ、関西方面からの新幹線を利用した観光誘客が期待できる内容 

となりました。 

取材期日：平成２４年１１月２７日～２９日 

※ゆめディア「大人組」、１月号（１２月３０日発売、５万部発行） 

 

 

◆ 九州観光推進機構からのお知らせ 

 

○ 人事往来 

 
１月に事業本部スタッフの人事異動がありましたので、よろしくお願い申し上げます。 

【転入者】 ［  ］内は派遣元  

海外誘致推進部主任  大石 宜蓉
いーろん

 [㈱ 日旅九州エンタプライズ] 

 

○ １月以降の主な事業 
 

・ひなの国九州フェスタ開催（１月１６日～１月２７日：九州国立博物館） 

・シンガポール旅行会社招請（１月１７日～２３日，１９日～２３日：７県） 

・観光プロモーション in 羽田（１月１８日～２０日：東京（羽田空港） 

・タイ旅行会社招請（１月２０日～２６日，２月４日～８日：７県）  

・ひろしま満点ママ！九州ロケ（１月２０日～２２日：北部九州、１月２８日～３０日：南九州） 

・おもてなしフォーラム 2013 in九州（１月２３日：熊本） 

・「九州オルレ」国内旅行エージェント等研修視察（１月２３日～２４日：武雄、上天草） 

・台湾メディア（活字媒体＋ブロガー）招請 （１月：７県） 

・在京ランド社招請（１月：長崎、熊本、大分） 

・タイ及びシンガポールにおける広告支援（１月～２月：タイ､シンガポール) 

・中国重慶市教育関係者等招請（２月 1～６日：福岡、佐賀、長崎、熊本、大分） 

・九州観光ボランティアガイド大会 in佐賀（２月５～６日：佐賀） 

・タイ・海外旅行博出展事業「TITF ２０１３＃１２」（２月１４日～１７日：バンコク） 

・情熱祭り! まるごと九州・沖縄～春の大観光展～（２月１６日～１７日：広島） 

・シンガポール・海外旅行博出展事業「NATAS Travel ２０１３」（２月２２日～２４日：シンガポール） 

 

 

 ◇◇お問い合わせ先◇◇ 

九州観光推進機構 企画部 佐藤 

TEL：092-751-2943  E-mail：info@welcomekyushu.jp 

 


